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培養リン片から形成される不定芽は培養の時期によって大きく左右され，
ｔＡｐｅｌｄｏｏｒ口 では８月，

Ｔ．ｈａｇｅｒｉでは５月に培養を始めると良く形成されるが，これ以外の時期に培養を行なっても不定芽

はほとんど形成されない． また， 不定芽の形成にはａｕｘ
ｉｎとｋｉｎｅｔｉｎの共存が必要であるが， 不定芽

形成に要するｋｉｎｅｔｉｎ濃度，は時期的変化がみられる（
Ｎｉｓｈｉｕｃｈｉ，１９７９）．ランの組織培養では，内生

サイトカイニンのレベルがｓｈｏｏｔ形成の難易の差を生ずる一つの原因として知られているが（Ｕｅｄａ，

ａｎｄＴｏｒｉｋａｔａ，１９７０），
ｔＡｐｅｌｄｏｏｒｎ

’のリン片培養における不定芽形成の季節的な変動においても，リ

ン片組織のサイカイニンのレベルが何らかの影響をおよぼしているものと考えられる． 一方チュー

リップの発育には生育段階に応じて， その生育に適する温度は異なり， 促成切花栽培では球根の冷

蔵処理が必須の条件である． また低温処理によってリン片葉中のある特定タン
パク質の消失が知ら

れている（樋口，１９６７）．すなわち球根の温度処理はリン片組織の生理活性に影響におよぼし， この

ことがリン片培養における不定芽の形成に何らかの影響をおよぼすものと思われる． そこで， リン

片培養における不定芽形成の難易にかかわる要因をさぐる一助とするために， 各種の温度条件に

よって培養した．

　

本研究に際し， ご指導をいただいた北海道大学農学部明道博教授ならびに岡沢養三教授に深謝の

意を表する．

実験材料および方法

　

実験材料には本学農場で収穫したＴｕｌｉｐａｇｅｓｎｅｒｌａｎａ．ｃｖ．
ｔＡｐｅｌｄｏｏｒｄ の１２ｃｍ 球を使用した． 前

報（Ｎｉｓｈｉｕｃｈｉ，，１９７９）に準じて ＭｕｒａｓｈｉｇｅとＳｋｏｏｇの修正培地を用い，２，４－ＤＩ．ｏｍｇ／ム
ｋｉｎｅｔｉｎ

ｌ．ｏｍｇ／４

　

しょ糖２％， 寒天０．７％を加え，ＰＨ５．０に調整し， これを基本培地とした． 培養を開始

後９週間は室内暗所で， その後は室内明所で行なった． また恒温器および低温室で必要な培養温度

を得た．１つの実験区に３０～４０個のリン片を用いた．なお培養リン片から１個以上の不定芽が形成

されたものは多数の不定芽が形成されているリン片と同等に不定芽形成リン片とみなした．

実験結果および考察

　

これまで同一の培地条件下でリン片培養を行なっても培養を行なった年度により，不定芽の形成に

は差異がみられ，形成率が著しく低い場合もみられた．これは球根の個体差あるいは球根の生育条件

（１９０）
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１。５

　　　　

１。０
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１．０

　　　　

，

　　　　　　　　　　　　　　　

０

ＣｕｌｔｕｒｅｓｔａｒｔｅｄａｔＡｕｇ，３０，１９７８ａｎｄｄａｔａｓｈｏｗｔｈｅｒｅｓｕ
ｌｔｓｏｆ１３ｗｅｅｋｓａｆｔｅｒ

ｉｎｏｃｕｌａｔｉｏｎ．

などの影響も考えられるが， これまでの培養は室内で行なっていたため， 気温の高低による影響も

大きいものと考えられる． そこで今回は恒温器や低温室を使用し， 培養温度を一定に保ち， 不定芽

形成におよぼす培養温度の影響について調べた．第１表のごとく，５
ｏＣ下ではカルスの形成はわず

かにみられるが，不定芽は全く形成されなかった。１庁Ｃでは，ｋｉｎｅｔｉｎ濃度が高い場合に不定芽の形

成は良好であり，２３
ｏＣ では１５ｏＣ の場合とは逆に，ｋｉｎｅｔｉｎｌ．ｏｍｇ／‘の場合に不定芽の形成は良好で

あり，２．ｏｍｇ／
Ｚでは低下した．３０

ｏＣ では培養の初期にカルスの形成がみられるが，不定芽は形成さ

れず， やがて培養リン片は全て褐変枯死した。 不定芽形成にとって温度条件が極めて重要であるこ

とはＢｅｇｏｎｉａｘｃｈｅｉｍａｎｔｈａ（ＦｏｎｎｅｓｂｅＣｈ，， １９７４ａ，ｂ）， ＨｅｌｏｎｉｏＰｓｉｓｏｒｉｅｎｔａｌｉｓ（Ｋａｔｏａｎｄ
〇ｚａｗａ，

１９７９），Ｓｔｒｅｓｔｏｃａｒｐｕｓ（ＡｐｐｅｌｇｒｅｎａｎｄＨｅｉｄｅ，１９７２） などで知られており， 温度が高ければ不定芽

数は減少し，温度が低ければカルスの
生育が抑制されるが，

ｔＡｐｅｌｄｏｏｒ口 では２３ｏＣが不定芽形成の適

（１９１）
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ｏｆｒｏｏｌｎｔｅｌｎｐｅｒａｔｕｒｅ．

温と思われる． ５
０Ｃのような低温はチューリップ種子の発芽に必須の条件であるが，不定芽形成の

場合には低温要求性はみられない． また不定芽形成のみられる１５
０Ｃと２３ｏＣの場合， リン片組織の

不定芽形成に必要なｋｉｎｅｔｉｎレベルは１５０Ｃ では高く，２３
ｏＣ では低いことが， それぞれａｕｘｉｎの不定

芽形成にたいする促進効果を高め， 培養温度の違いによる不定芽形成能の差異となるものと考えら

れる．チューリップの光合成の最高値がみられる温度は早咲き品種のレッドエンペラーでは１０～１５
ｏＣ， 遅咲き品種のレッドエンペラーでも１５～２０ｏＣ であり（折谷， 山崎．１９７５）， 早春の比較的低温

が生育適温であることからみて，３０
０Ｃ で培養したものは生育に適さない温度条件であるために枯死

したものと思われる．一方５
ｏＣ で培養したリン片は，その後室温に移して培養を続けると不定芽を

形成した．

　

そこでリン片培養中の各時期に低温処理を行なって， その不定芽形成におよぼす影響をみたとこ

ろ， 第２表のごとく， 培養後直ちに５
０Ｃ処理を９週間続け， その後室温で培養すると不定芽形成率

は著しく低く， かつ不定芽形成の時期も遅かった． 次に培養９週後に５℃ ９週間処理を行なうと，
無処理の場合に比し， わずかに不定芽の形成は劣るが， 不定芽の生長は良好であった． また培養１８

週後に５℃ 処理を行なうと不定芽の形成は促進され， 生長も良好であった． すなわち
ｔＡｐｅｌｄｏｏｒｒｄ

のリン片培養を８～９月に行なうと培養後９週目で不定芽の原基が形成され， 次の９週間でそれが

わずかに伸長生長をはじめるが， 培養後直ちに５℃ 処理を行なうと不定芽の原基の形成が抑制さ

れ，室温に移した後はじめて形成されるものと思われる．室内貯蔵した球根を１１～１２月にリン片培

養しても不定芽が全く形成されないことを合せ考えると，室内貯蔵球は８月から１１～１２月にかねて

リン片の生理活性が著しく低下するか、 あるいは抑制物質の蓄積などのために不定芽が形成されな

くなるが， 培養直後の５℃ ９週間処理はリン片の不定芽形成に適さない抑制物質の増加， あるいは

生理活性の低下を遅らせることにより，１２月においても不定芽が形成されるものと考えられる．ま

た培養９～１８週の間で不定芽の原基は極めて多数みられるが，これらが全て不定芽になることは少

ない． 培養１８週以降における低温処理はこれら不定芽原基の生育を促すものと考えられる．

　

次に培養を行なう以前の球根の状態が不定芽の形成におよぼす影響について調べたところ， 第３

表のごとく，６月２０日に球根を収穫と同時に５℃ で９週間キュアリングを行なった後，リン片培養

（１９２）
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ｓｔａｒｔｅｄａｔＪｕｎｅ２０，ｄａｔａｓｈｏｗｔｈｅｒｅｓｕｌｔｓｏｆ２２ｗｅｅｋｓ．

するとｋｉｎｅｔｉｎ濃度が１．０～１．２ｍｇ／‘の場合は不定芽の形成率は低かったが，１，６～１，８ｍｇ／”こする

と形成率は高まり， 室温でキュアリングすると不定芽形成率はさらに高まった． 一方， キュアリン

グをしないで直ちに培養を行なうと不定芽形成率は著しく低かった． 収穫後の球根は休眠状態にあ

るといわれているが，球根内部ではｓｈｏｏｔの発育が進み，これに伴ないリン片内の糖含量や窒素含量

の顕著な変動がみられ（西内，奥山，１９７２），内生ジベレリン活性も低下する（Ａｕｎｇ，ａｎｄＤｅＨｅｒｔｏｇｈ，
１９６７）．

Ｂｅｇｏｎｉａｘｃｈｅｉｍａｎｔｈａにおいて，１５
ｏＣあるいは１８０Ｃで２～４週間の前処理は不定芽数を増

加させ（Ｆｏｎｎｅｓｂｅｃｈ，１９７４），Ｈｅｌｏｎｉｏｐｓｉｓｏｒｉｅｎｔａｌｉｓでは１６
ｏＣ で７～２１日の前処理により不定芽形

成の増加がみられる （Ｋａｔｏ，ａｎｄｏｚａｗａ，１９７９）．すなわち収穫後の球根のキュアリングにより不定

芽形成能の高まりは， リン片組織の生理活性の変動と関連があるものと考えられる．

（１９３）
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チューリップリン片の組織培養において， 不定芽の形成は培養開始時期によって顕著な影響をう

け，また不定芽の形成に要するｋｉｎｅｔｉｎ濃度は時期的変化がみられる（１）．これらの現象が球根の生理

活性によるものか， あるいは外的要因として重要である温度条件によるものかを知るため， 本研究

では不定芽形成におよぼす温度の影響について調べた．
１）リン片培養における不定芽の形成は培養温度の影響をうけ， ５℃ では不定芽はみられないが，

１５ｏＣ では培地のｋｉｎｅｔｉｎ濃度が２ｍｇ／Ｚで不定芽の形成は良好であり，ｌｍｇだでは形成率は低下し

た．２３
０Ｃ ではｋｉｎｅｔｉｎ濃度がｌｍｇだで良好であり， ２ｍｇ／Ｚにすると形成率は低下した．

２）培養期間中の前期に５℃処理を行なうと不定芽の形成は遅れ、かつ形成率も低いが， 培養の後

期に５℃ 処理を行なうと不定芽の形成は促進された．
３）収穫後の球根を室温でキュアリングすると， リン片培養における不定芽の形成は著しく高まる

が， キュアリングをしないで収穫後直ちに培養すると形成率は低かった．
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